
「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく荒川流域の減災に係る取組方針　取組一覧
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①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項

①リアルタイムの情報
提供やプッシュ型情報
の発信の実施継続（水
位、気象情報、カメラ映
像、ホットラインなど）

G,Ｈ
I,Ｊ

・川の防災情報システム
によるスマートフォンを活
用した情報発信、プッ
シュ型の洪水予報等の
情報発信を継続実施

引き続
き実施

平成29年5月22日より
プッシュ型の洪水予報等
の情報発信を開始し、継
続実施中

実施を
継続

・県民が自主的に避難
行動をとれるように効果
的な情報提供手法を検
討

引き続
き実施

令和2年7月より新潟県
河川防災情報システム
にカメラ画像を公開し、
継続実施中

実施を
継続

・各種情報提供の継続
・地域支援チームによ
り、提供資料の利活用を
促進

引き続
き実施

・気象警報・注意報を発
表し、現象ごとに警戒期
間、注意期間、ピーク時
間帯、雨量などの予想
最大値を周知
・気象状況に応じ、自治
体に資料提供、情報伝

実施を
継続

防災メール等について、
更なる普及のため周知・
広報を実施する。
（継続）

引き続
き実施

HP,広報誌等で周知・広
報を行っている。

実施を
継続

緊急速報メール等につ
いて、更なる普及のため
周知・広報を実施する。
（継続）

引き続
き実施

広報誌による防災メール
登録の促進（通年）

実施を
継続

緊急速報メール等につ
いて、更なる普及のため
周知・広報を実施する。
（継続）

引き続
き実施

3,432名の市民が防犯防
災メール登録。（登録率
約12％）

継続

②避難指示等の発令に
着目した防災行動計画
（タイムライン）の検証と
改善

C

・出水後におけるタイム
ラインの検証と改善
・必要に応じて、水位情
報等の提供など
（継続）

引き続
き実施

国管理区間のタイムライ
ンは策定済み、今後は
検証と改善を行う

実施を
継続

・タイムラインを策定して
いない河川において、関
係機関が連携し流域雨
量指数を用いた水害危
険性の周知に関する取
組を実施

引き続
き実施

「避難情報に関するガイ
ドライン」及び関川村地
域防災計画との整合を
図るため、水害対応タイ
ムラインを修正

実施を
継続

北陸地整・県・市・村と共
同し、整備・改善を支援
（継続）

引き続
き実施

・市町村訪問により、
R3.5改定の避難情報に
関するガイドラインに
沿った避難判断基準の
解説、あわせて、台長に
よる首長訪問を実施し、
市町村との連携強化を
図る。

実施を
継続

・出水後におけるタイム
ラインの検証と改善
（継続）

引き続
き実施

防災訓練及び出前講座
で検証と改善を行ってい
る。

実施を
継続

・出水後におけるタイム
ラインの検証と改善
（継続）

引き続
き実施

７月、鷹ノ巣水位観測所
地点におけるﾀｲﾑﾗｲﾝを
県と連携して作成(更新)
上関水位観測所地点の
ﾀｲﾑﾗｲﾝは未更新

実施を
継続

・出水後におけるタイム
ラインの検証と改善

引き続
き実施

未実施 継続

④立ち退き避難が必要
な区域及び避難方法の
検討

D,Ｅ
Ｆ,K

・想定氾濫区域内戸数
が200戸以上の河川で
は、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域図を
順次策定していく

順次実
施

荒川（H30年6月告示）
乙大日川・烏川・堀川・
大石川（R3年12月告示）

実施を
継続

・浸水想定区域図等の
公表後に立ち退き避難
が必要な区域及び避難
方法を検討する。
（継続）

順次実
施

防災訓練及び出前講座
で周知、検討を行い、避
難訓練を行っている。

実施を
継続

・浸水想定区域図等の
公表後に立ち退き避難
が必要な区域及び避難
方法を検討する。
（継続）

順次実
施

10月、想定最大規模降
雨による災害（洪水・土
砂災害）シミュレーション
を検討

実施を
継続

・浸水想定区域図等の
公表後に立ち退き避難
が必要な区域及び避難
方法を検討する。
（継続）

順次実
施

未実施 継続

⑤参加市・村による広
域避難計画の策定及び
支援

D,E

・作成に必要な情報の提
供及び策定を支援
（継続）

引き続
き実施

令和2年1月27日に浸水
想定区域図を公示・公表

実施を
継続

・作成に必要な情報の提
供及び策定を支援
・市村間の調整や運営
上の課題への支援
（継続）

引き続
き実施

平成30年6月29日及び
令和3年12月24日に浸
水想定区域図を公示

実施を
継続

・作成に必要な情報の提
供及び策定を支援
（継続）

引き続
き実施

【R３】支援要請実績はな
かったが、今後も適宜支
援を実施。

実施を
継続

・北陸地整、県、関係市
村と連携し、想定最大規
模洪水に対する広域避
難の現実性について検
討する。
（継続）

引き続
き実施

浸水想定区域図をもとに
広域避難計画を策定し、
防災訓練及び出前講座
で周知、訓練を行ってい
る。

実施を
継続

・北陸地整、県、関係市
村と連携し、想定最大規
模洪水に対する広域避
難の現実性について検
討する。
（継続）

引き続
き実施

未実施 継続

⑥広域的な避難計画等
を反映した新たな洪水
ハザードマップの周知・
活用促進

D,Ｅ
Ｆ

・ハザードマップポータル
サイトの周知と活用を促
進
（継続）

引き続
き実施

浸水想定区域図のパン
フレットを一部見直し。
（避難勧告の廃止等）

実施を
継続

・ハザードマップの普及
啓発・活用を図る。

引き続
き実施

HP、出前講座等で周知
を図っている

実施を
継続

・ハザードマップの普及
啓発・活用を図る。

引き続
き実施

出水期前及び通年、各
集落に対し、ハザード
マップの普及、活用に係
る説明会等を開催（避難
先は広域でなく村内指定
避難所を想定）

実施を
継続

・ハザードマップの普及
啓発・活用を図る。

引き続
き実施

自主防災組織等へのハ
ザードマップの見方等説
明（３組織）

引き続
き実施

⑦水位予測の検討及び
精度の向上

B

流域雨量指数（洪水予
報の危険度分布）を活用
した水害危険性周知を
検討

引き続
き実施

減災対策協議会にて情
報を共有

実施を
継続

⑧「危険度の色分け表
示」や「警報級の可能
性」、「危険度分布」等に
よる気象情報発信

J

「危険度の色分け表示」
や「警報級の可能性」、
「危険度分布」等による
気象情報発信
・地域支援チームによ
り、提供資料の利活用を
促進

引き続
き実施

・[R03.10]最大危険度予
測（土砂災害・浸水害・
洪水）を用いた警戒呼び
かけ
・キキクル（危険度分布）
の改善：警戒レベル４相
当の紫への一本化、警
戒レベル５相当の黒の
新設

引き続
き実施

⑨流域雨量指数（洪水
予報の危険度分布）を
活用した水害危険性周
知を検討

B

流域雨量指数（洪水予
報の危険度分布）を活用
した水害危険性周知を
検討

引き続
き実施

減災対策協議会にて情
報を共有

実施を
継続

流域雨量指数（洪水予
報の危険度分布）を活用
した水害危険性周知を
検討

引き続
き実施

・避難情報に関するガイ
ドライン（内閣府）R3.5改
定を受けて、洪水キキク
ル（洪水警報の危険度
分布）活用にむけた地域
防災計画の改定支援を
適宜実施。

実施を
継続

流域雨量指数（洪水予
報の危険度分布）を活用
した水害危険性周知を
検討

引き続
き実施

防災無線、メルマガ等で
注意喚起を行っている。

実施を
継続

⑩円滑な避難活動や水
防活動を支援するた
め、簡易水位計（危機管
理型水位計含む）等に
よる適切な観測や維持
管理の継続

L,J

・簡易水位計、河川監視
カメラによる観測及び維
持管理を実施

引き続
き実施

観測及び維持管理を実
施中

実施を
継続

・簡易水位計、河川監視
カメラによる観測及び維
持管理を実施

引き続
き実施

観測及び維持管理を実
施中

実施を
継続

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

①自治会や地域住民が
参加した洪水に対する
リスクの高い箇所の共
同点検の実施

Ａ

・重要水防箇所等の共
同点検を実施
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川合同巡
視を実施。

実施を
継続

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防箇
所の共同点検を実施
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.13】荒川合同巡視
に参加。

実施を
継続

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防箇
所の共同点検を実施
（継続）

引き続
き実施

【R3.6.13】荒川合同巡視
を実施。

実施を
継続

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防箇
所の共同点検を実施
（継続）

引き続
き実施

自治会、住民との共同
点検未実施

実施を
継続

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防箇
所の共同点検を実施
（継続）

引き続
き実施

未実施
一部の地区で独自に点
検実施（下館）

引き続
き実施

②小中学校等における
水災害教育を実施

Ａ

・市村の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。
（継続）

引き続
き実施

【R３】３校で出前講座を
実施。

実施を
継続

・新潟県防災教育プログラ
ム【洪水災害編】を作成済
み。
・市村の要請により、出前講
座等を積極的に行っていく。
（継続）

引き続
き実施

【R3.10.24】新潟県立村
上中等教育学校で「親子
マイ・タイムライン教室」
を開催。

実施を
継続

・教育委員会と連携し、
効果的な対応を検討す
る。
（継続）

引き続
き実施

【R３】支援要請実績はな
かった。

実施を
継続

地域が連携した実践的
な防災教育を実施
（継続）

引き続
き実施

保内学童保育所で出前
講座で実施

実施を
継続

地域が連携した実践的
な防災教育を実施
（継続）

引き続
き実施

小・中学校が計画するﾀ
ｲﾑﾗｲﾝ作成などの防災
教育が行われている【自
治体としては未実施】

実施を
継続

地域が連携した実践的
な防災教育を実施
（継続）

引き続
き実施

1校（中条中）防災講和
（マイタイムラインの作
成）

引き続
き実施

③出前講座等を活用
し、水防災等に関する
説明会を開催

Ａ

・市村の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。
（継続）

引き続
き実施

【R３】市村より出前講座
の要請はなかった。

実施を
継続

・市村の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。
（継続）

引き続
き実施

【R３】市村より出前講座
の要請はなかった。

実施を
継続

・関係機関と連携し、効
果的な対応を検討する。
（継続）

引き続
き実施

【R３】支援要請実績はな
かった。

実施を
継続

・改定後のハザードマッ
プ周知の際や自主防災
組織に対する各種説明
会等を利用して水防災
等に説明会を実施

引き続
き実施

村上市食生活改善推進
委員協議会荒川地区で
出前講座を実施

実施を
継続

・改定後のハザードマッ
プ周知の際や自主防災
組織に対する各種説明
会等を利用して水防災
等に説明会を実施

引き続
き実施

各集落のニーズに応じ
て防災講話を（出前講
座）逐次実施（通年：今
年度５回開催）

実施を
継続

・改定後のハザードマッ
プ周知の際や自主防災
組織に対する各種説明
会等を利用して水防災
等に説明会を実施

引き続
き実施

自主防災に対するマイタ
イムライン作成研修実施

引き続
き実施

④まるごとまちごとハ
ザードマップを整備

D,F
I

・市村が作成するまるご
とまちごとハザードマップ
への情報提供
（継続）

引き続
き実施

【実績なし】 ・想定氾濫区域内戸数
が200戸以上の河川で
は、浸水想定区域図を
順次策定していく

引き続
き実施

荒川（H30年6月告示）
乙大日川・烏川・堀川・
大石川（R3年12月告示）

実施を
継続

まるごとまちごとハザー
ドマップを検討
（継続）

引き続
き実施

実績なし まるごとまちごとハザー
ドマップを検討
（継続）

引き続
き実施

検討中【今年度実績な
し】

実施を
継続

まるごとまちごとハザー
ドマップを検討
（継続）

引き続
き実施

･まるごとまちごとハザー
ドマップを検討
･胎内市防災ガイドブック
刷新した

継続

⑤効果的な「水防災意
識社会」の再構築に役
立つ広報や資料を作
成・配布

H

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

事務所WEB　Siteに減災
対策協議会の取組につ
いて掲載

実施を
継続

・住民自らの判断で避難
行動をとることができる
ように理解しやすい情報
を提供

引き続
き実施

一般住民向けに洪水時
の避難に役立つ情報を
新潟県のWebサイトに掲
載

実施を
継続

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

・水防災に関する防災気
象情報の資料を作成し、
出前講座等で使用
・大雨に対する備えを記
したパンフレットを発行
し、必要に応じて配布実
施

実施を
継続

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

HPで水防関連の広報を
行っている。

実施を
継続

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

検討中【今年度実績な
し】

実施を
継続

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

検討中
（家庭用マイタイムライン
掲示板）

継続

⑥住民の防災意識を高
め、地域の防災力の向
上を図るための自主防
災組織の充実

K

・自主防災のあり方、役
割の（再）啓発を実施
・実際の災害時に機能す
るよう実践的な研修・訓
練の実施
（継続）

引き続
き実施

自主防災組織の推進を
行い、防災訓練の実施
を促している。

実施を
継続

・自主防災のあり方、役
割の（再）啓発を実施
・実際の災害時に機能す
るよう実践的な研修・訓
練の実施
（継続）

引き続
き実施

広報誌による各地区の
防災活動の事例紹介
（通年）

実施を
継続

・自主防災のあり方、役
割の（再）啓発を実施
・実際の災害時に機能す
るよう実践的な研修・訓
練の実施
（継続）

引き続
き実施

自主防災組織、防災士、
高齢者大学に対する防
災講和を実施。

引き続
き実施

荒川（H30年6月告示）
乙大日川・烏川・堀川・
大石川（R3年12月告示）

実施を
継続

減災のための取組項目（素案）
（概ね５年間）

関川村 胎内市

③想定最大規模も含め
た破堤点別浸水想定区
域図、 家屋倒壊等氾濫
想定区域の公表

D,Ｅ
Ｆ

想定氾濫区域内戸数が
200戸以上の河川では、
浸水想定区域図を順次
策定していく

順次実
施

取組方針（R3.5策定）

羽越河川国道 新潟県 新潟地方気象台 村上市

取組状況（実績） 取組状況（実績） 取組状況（実績）取組方針（R3.5策定） 取組方針（R3.5策定） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績）
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「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく荒川流域の減災に係る取組方針　取組一覧

項目 事項 内容
課題
の

対応

①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項

①リアルタイムの情報
提供やプッシュ型情報
の発信の実施継続（水
位、気象情報、カメラ映
像、ホットラインなど）

G,Ｈ
I,Ｊ

②避難指示等の発令に
着目した防災行動計画
（タイムライン）の検証と
改善

C

④立ち退き避難が必要
な区域及び避難方法の
検討

D,Ｅ
Ｆ,K

⑤参加市・村による広
域避難計画の策定及び
支援

D,E

⑥広域的な避難計画等
を反映した新たな洪水
ハザードマップの周知・
活用促進

D,Ｅ
Ｆ

⑦水位予測の検討及び
精度の向上

B

⑧「危険度の色分け表
示」や「警報級の可能
性」、「危険度分布」等に
よる気象情報発信

J

⑨流域雨量指数（洪水
予報の危険度分布）を
活用した水害危険性周
知を検討

B

⑩円滑な避難活動や水
防活動を支援するた
め、簡易水位計（危機管
理型水位計含む）等に
よる適切な観測や維持
管理の継続

L,J

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

①自治会や地域住民が
参加した洪水に対する
リスクの高い箇所の共
同点検の実施

Ａ

②小中学校等における
水災害教育を実施

Ａ

③出前講座等を活用
し、水防災等に関する
説明会を開催

Ａ

④まるごとまちごとハ
ザードマップを整備

D,F
I

⑤効果的な「水防災意
識社会」の再構築に役
立つ広報や資料を作
成・配布

H

⑥住民の防災意識を高
め、地域の防災力の向
上を図るための自主防
災組織の充実

K

減災のための取組項目（素案）
（概ね５年間）

③想定最大規模も含め
た破堤点別浸水想定区
域図、 家屋倒壊等氾濫
想定区域の公表

D,Ｅ
Ｆ

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施する。
（継続）

引き続
き実施

ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施する。
（継続）

引き続
き実施

ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施する。
（継続）

引き続
き実施

ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施している。

引続き
実施

・ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施する。
（継続）

引き続
き実施

・ダム放流にサイレン・ス
ピーカー等による周知を
実施している。

引き続
き来年
度以降
も実施。

データの情報提供
（継続）

引き続
き実施

検討中（2022年度予定） 引き続
き実施

データの情報提供
（継続）

引き続
き実施

【R4.1現在】検討中 引き続
き検討

鷹の巣ダムデータの情
報提供（毎正時）
（継続）

引き続
き実施

鷹の巣ダムデータを毎正
時情報提供している。

引き続
き来年
度以降
も実施。

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資
料を作成・配布
（継続）

引き続
き実施

【R3.7.1】ダム放流におけ
る水難防止に向け、関
川村広報誌への掲載。

引き続
き実施

・関川村広報紙の掲載、
水難防止チラシの配布
により注意喚起を実施
（継続）

引き続
き実施

【R3.7.14】水難防止のチラシ
およびポスター配布。
【R3.7.15】ダム放流における
危害防止を図るため，関川
村広報誌へ掲載。

引き続
き来年
度以降
も実施。

荒川水力電気 赤芝水力発電 東北電力

取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績）
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項目 事項 内容
課題
の

対応
実施内容 時期 実施内容

進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

減災のための取組項目（素案）
（概ね５年間）

関川村 胎内市

取組方針（R3.5策定）

羽越河川国道 新潟県 新潟地方気象台 村上市

取組状況（実績） 取組状況（実績） 取組状況（実績）取組方針（R3.5策定） 取組方針（R3.5策定） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績）

②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

①水防団等への連絡体
制の確認と首長も参加
した実践的な情報伝達
訓練の実施

M

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

【R3.4.20】直轄管理区間
の洪水対応演習（情報
伝達訓練）を実施

実施を
継続

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

【R3.4.20】直轄管理区間
の洪水対応演習（情報
伝達訓練）に参加

実施を
継続

・情報伝達訓練への支
援
（継続）

引き続
き実施

【R3.4.20】洪水対応演習
（情報伝達訓練）を実施

実施を
継続

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

情報伝達訓練へ参加 実施を
継続

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

水防連絡会にて連絡体
制確認
県・市・村共同の情報伝
達訓練への参加

実施を
継続

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

②自治体関係機関や水
防団が参加した洪水に
対するリスクの高い箇
所の合同巡視の実施

Ｕ,L
M

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川合同巡
視を実施。

実施を
継続

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.13】荒川合同巡視
に参加。

実施を
継続

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

【R3.6.13】荒川合同巡視
を実施。

実施を
継続

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

合同巡視への参加 実施を
継続

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施
（継続）

引き続
き実施

③県北地域が一丸とな
り、毎年、関係機関が連
携した水防実働訓練等
を実施

O､P

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川水防訓
練を実施。

実施を
継続

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川水防訓
練に参加。

実施を
継続

・関係機関等の要請によ
り、訓練への支援
（継続）

引き続
き実施

【R３】参加要請実績はな
かったが、今後も要請に
応じて実施。

実施を
継続

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川水防訓
練を実施。

実施を
継続

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

６月、水防訓練（村上
市、胎内市、関川村）に
参加

実施を
継続

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

④水防活動の担い手と
なる水防協力団体の募
集・指定を促進

N,P

・水防活動の担い手とな
る水防団員の募集を促
進する。
（継続）

引き続
き実施

ポスター、HP及び広報
誌等で消防団員の募集
を広報している。

実施を
継続

・水防活動の担い手とな
る水防団員の募集を促
進する。
（継続）

引き続
き実施

水防団員（消防団員）の
募集実施中（通年）

実施を
継続

・水防活動の担い手とな
る水防団員の募集を促
進する。
（継続）

引き続
き実施

・水防活動の担い手とな
る水防団員の募集を促
進する。
（継続）

引き続
き実施

⑤大規模災害時の復旧
活動の拠点等配置計画
の検討を実施

Q

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討
（継続）

順次実
施

検討中 実施を
継続

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討
（継続）

順次実
施

検討中 実施を
継続

⑥新技術を活用した水
防資機材の検討及び配
備

O,Q

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
・新技術（水のう等）を活
用した資機材等の検討・
配備
（継続）

・引き続
き実施

【R３.6.1３】荒川合同巡
視を実施。

実施を
継続

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
（継続）

・引き続
き実施

【R３.6.13】荒川合同巡視
に参加。

実施を
継続

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
（継続）

・引き続
き実施

【R3.6.13】荒川合同巡視
を実施。

実施を
継続

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
（継続）

・引き続
き実施

合同巡視への参加 実施を
継続

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
（継続）

・引き続
き実施

・水防連絡会にて水防倉
庫の備蓄材などの合同
巡視を実施
（継続）
・市で水害用に保管して
いる土のうの各集落へ
の分散配備（19地区
1,340個）

・引き続
き実施

・引き続
き実施

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

①要配慮者等の迅速な
避難に向けた取組の充
実（避難確保計画の作
成支援、地域包括支援
センターへのハザード
マップの掲示や防災関
連のパンフレット設置
等）

K

・要配慮者利用施設によ
る避難確保計画等の作
成を行おうとする際の技
術的な助言を行う
（継続）

引き続
き実施

・要配慮者利用施設から
の助言要請等がなかっ
た

実施を
継続

・要配慮者施設における
避難計画策定の推進を
行う。
・地域包括支援センター
へのハザードマップの掲
示や防災関連のパンフ
レット設置等の在宅要配
慮者向けの対策を推進
する。

要配慮者施設における
避難計画策定の推進を
行っている。
地域包括支援センター
へのハザードマップへ配
布し掲示を促している。

・要配慮者施設における
避難計画策定の推進を
行う。
・地域包括支援センター
へのハザードマップの掲
示や防災関連のパンフ
レット設置等の在宅要配
慮者向けの対策を推進
する。

要配慮者施設における
避難確保計画策定を推
進中（来年度末まで策
定・村への提出を目標）
荒川洪水ハザードマップ
（改訂版）を６月、村内住
民、関係機関へ配布

・避難確保計画策定済
みの要配慮者利用施設
への継続的な支援（定期
的な計画更新・訓練支援
等）
・地域包括支援センター
へのハザードマップの掲
示や防災関連のパンフ
レット設置等の在宅要配
慮者向けの対策を推進
する。

・胎内小・黒川中に対す
る避難確保計画作成の
助言実施。
・1施設の避難訓練実施
に対する助言実施。

③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■救援・救助活動の効率化に関する取組

①大規模災害時の救
援・救助活動等支援の
ための拠点等配置計画
の検討を実施

E,S

・広域支援拠点等の検
討支援
（継続）

順次実
施

・R３年度に大規模水害
を想定した荒川排水計
画（案）策定

実施を
継続

・広域支援拠点等の検
討支援
（継続）

順次実
施

検討中 実施を
継続

・広域支援拠点等の配
置等を検討
（継続）

順次実
施

荒川排水計画をもとに検
討している。

実施を
継続

・広域支援拠点等の配
置等を検討
（継続）

順次実
施

検討中
【今年度実績なし】

実施を
継続

・広域支援拠点等の配
置等を検討
（継続）

順次実
施

■排水訓練の実施等

①排水ポンプ車の出動
要請の連絡訓練の実施

R

・毎年、出水期前に県・
市・町と連携して連絡体
制の整備を行い、情報
共有を図る。
（継続）

引き続
き実施

・洪水対応演習（情報伝
達訓練）の中で情報共有

実施を
継続

・連絡体制の確認
（継続）

引き続
き実施

排水ポンプ車想定箇所
及び連絡体制を確認

実施を
継続

・連絡体制の確認
（継続）

引き続
き実施

・洪水対応演習（情報伝
達訓練）の中で情報共有

実施を
継続

・連絡体制の確認
（継続）

引き続
き実施

連絡体制の確認継続中
【今年度訓練実績なし】

実施を
継続

・連絡体制の確認
（継続）

引き続
き実施

②関係機関が連携した
排水実働訓練の実施

S

・実践的な操作訓練や排
水計画に基づく排水訓
練の検討及び実施
・水防管理団体が行う水
防訓練等への参加
（継続）

引き続
き実施

・水防訓練にポンプ車を
派遣
・

実施を
継続

・排水ポンプ車の実働訓
練を実施
（継続）

引き続
き実施

排水ポンプ車の実働訓
練の実施を検討

実施を
継続

・河川管理者が行う定期
的な操作訓練に参加を
検討
（継続）

引き続
き実施

河川管理者が行う定期
的な操作訓練に参加を
検討

実施を
継続

・河川管理者が行う定期
的な操作訓練に参加を
検討
（継続）

引き続
き実施

【今年度訓練実績なし】 実施を
継続

・河川管理者が行う定期
的な操作訓練に参加を
検討
（継続）

引き続
き実施

順次実
施

順次実
施

順次実
施

実施を
継続

実施を
継続

・引き続
き実施

3



項目 事項 内容
課題
の

対応

減災のための取組項目（素案）
（概ね５年間）

②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

①水防団等への連絡体
制の確認と首長も参加
した実践的な情報伝達
訓練の実施

M

②自治体関係機関や水
防団が参加した洪水に
対するリスクの高い箇
所の合同巡視の実施

Ｕ,L
M

③県北地域が一丸とな
り、毎年、関係機関が連
携した水防実働訓練等
を実施

O､P

④水防活動の担い手と
なる水防協力団体の募
集・指定を促進

N,P

⑤大規模災害時の復旧
活動の拠点等配置計画
の検討を実施

Q

⑥新技術を活用した水
防資機材の検討及び配
備

O,Q

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

①要配慮者等の迅速な
避難に向けた取組の充
実（避難確保計画の作
成支援、地域包括支援
センターへのハザード
マップの掲示や防災関
連のパンフレット設置
等）

K

③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■救援・救助活動の効率化に関する取組

①大規模災害時の救
援・救助活動等支援の
ための拠点等配置計画
の検討を実施

E,S

■排水訓練の実施等

①排水ポンプ車の出動
要請の連絡訓練の実施

R

②関係機関が連携した
排水実働訓練の実施

S

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

実施内容 時期 実施内容
進捗
状況

荒川水力電気 赤芝水力発電 東北電力

取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績） 取組方針（R3.5策定） 取組状況（実績）

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

【R3.4.20】洪水対応演習
（情報伝達訓練）を実施

引き続
き
実施

・水防連絡会にて連絡体
制の確認を行い、県・
市・村と共同で情報伝達
訓練を実施する。
（継続）

引き続
き実施

【R3.4.20】洪水対応演習
（情報伝達訓練）を実
施。

引き続
き実施。

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

【R3.6.13】荒川水防訓練
を実施。

引き続
き
毎年実
施

・水防管理団体が行う訓
練への参加
（継続）

引き続
き実施

【R3.6.13】荒川水防訓練
に参加。

引き続
き実施。

4



減災目標を達成するための取組状況概要

番号 内　　　　　　　容 実施主体

① 洪水に対するリスクの高い箇所の合同巡視の実施
羽越河川国道事務所、新潟県、
村上市、関川村、胎内市

② 小中学校等における水災害教育を実施 羽越河川国道事務所

③ 実践的な情報伝達訓練の実施 羽越河川国道事務所

④ 関係機関が連携した水防実働訓練等を実施
羽越河川国道事務所、新潟県、
村上市、関川村、胎内市

⑤
避難指示等の発令に着目した防災行動計画（タイムライン）の検
証と改善

新潟県村上地域振興局地
域整備部

⑥ 想定最大規模降雨に対する洪水浸水想定区域図の作成・公表
新潟県村上地域振興局地
域整備部

⑦ 出前講座等を活用し、水防災等に関する説明会を開催
新潟県村上地域振興局地
域整備部

⑧
最大危険度予測（土砂災害・浸水害・洪水）を用いた警戒呼びか
け

新潟地方気象台

⑨
キキクル（危険度分布）の改善：警戒レベル４相当の紫への一本
化、警戒レベル５相当の黒の新設

新潟地方気象台

⑩ 集落のニーズ、要望に応じて行う出前講座 関川村総務政策課【防災】

⑪
効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作
成・配布

荒川水力電気（株）

⑫
効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作
成・配布

赤芝水力発電（株）

⑬
効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作
成・配布

東北電力（株）

資料２



取組項目 洪水に対するリスクの高い箇所の合同巡視の実施

内 容 【R３.6.1３】荒川合同巡視を実施。

実施主体 北陸地方整備局羽越河川国道事務所、新潟県村上地域振興局地域整備部
村上市、関川村、胎内市

羽越河川国道事務所、新潟県、村上市、関川村、胎内市と合同で荒川（国管理区間）の重要水防箇所と水防
倉庫の合同巡視を行うとともに、荒川（国管理区間）の重要水防箇所の情報共有を行いました。
【実施概要】
・日 時 ： 令和３年6月13日 11:00～12:00
・参加者 ： 羽越河川国道事務所、新潟県、村上市、村上市消防団、関川村、関川村消防団、胎内市
・内 容 ： ① 重要水防箇所の確認（荒川を3班に分けて実施）

② 水防倉庫の資材確認・点検を実施

水防倉庫、重要水防箇所の点検状況（R3.6.13）

①

取組項目 小中学校等における水災害教育を実施

内 容 市村の要請により、出前講座等を積極的に行っていく。

実施主体 北陸地方整備局羽越河川国道事務所

羽越河川国道事務所では小中学校からの要請により、出前講座を実施した。
【実施概要】
・実施回数：令和３年度は３校延べ４回実施
・参加者 ： 羽越河川国道事務所、保内小学校、平林小学校、金屋小学校
・内 容 ： 荒川の概要と水害について

実施日 学校名

R3.6.17 保内小学校

R3.6.28 平林小学校

R3.7.6 金屋小学校（４年生）

R3.7.16 金屋小学校（１～３年生）
金屋小学校

金屋小学校

保内小学校

平林小学校令和3 年7 月11 日 サンデーいわふね

②



取組項目 実践的な情報伝達訓練の実施

内 容 【R3.4.20】洪水対応演習（情報伝達訓練）を実施

実施主体 北陸地方整備局羽越河川国道事務所、新潟県村上地域振興局地域整備部
村上市、関川村、胎内市、東北電力、荒川水力電気、赤芝水力発電

洪水時の防災体制を確認することを目的に、水防連絡会構成機関と合同で各種情報伝達や被災時の災害復
旧までの流れ等について、実践的な演習を実施しました。
【実施概要】
・日 時 ： 令和３年4月20日 9:00～17:00
・参加者 ： 羽越河川国道事務所、新潟県、村上市、村上市消防団、関川村、関川村消防団、胎内市
・内 容 ： ① 市町村等へ水防警報、洪水予報等の情報伝達、大石ダム・横川ダムの操作確認、情報伝達

② 被災時の災害復旧までの流れ等の確認

洪水対応習の実施状況

令和3 年4 月25 日サンデーいわふね

③

取組項目 関係機関が連携した水防実働訓練等を実施

内 容 【R３.6.1３】荒川水防訓練を実施。

実施主体 北陸地方整備局羽越河川国道事務所、新潟県村上地域振興局地域整備部
村上市、関川村、胎内市

羽越河川国道事務所、新潟県、村上市、関川村、胎内市と合同で荒川（国管理区間）の重要水防箇所と水防
倉庫の合同巡視を行うとともに、荒川（国管理区間）の重要水防箇所の情報共有を実施
【実施概要】
・日 時 ： 令和３年6月13日 9:30～10:40
・参加者 ： 羽越河川国道事務所、新潟県、村上市、村上市消防団、関川村、関川村消防団、胎内市、胎内

市消防団等 約350人
・内 容 ：水防工法（土のう積み工、シート張り工、木流し工、月の輪工）、大型土のう積み、ブロック投入工の

実施訓練

荒川水防訓練実施状況（R3.6.13）

令和3 年6 月20 日 村上新聞

④



取組項目 避難指示等の発令に着目した防災行動計画（タイムライン）の検証と改
善

内 容 「避難情報に関するガイドライン」及び関川村地域防災計画との整合を
図るため、水害対応タイムラインを修正

実施主体 新潟県村上地域振興局地域整備部

新潟県村上地域振興局地域整備部では、令和3年5月に改正された「避難情報に関するガイドライ
ン」を踏まえつつ、関川村地域防災計画の非常配備基準等とも整合を図りながら、水害対応タイムラ
インの修正を行いました。
【実施概要】
・ 河川名（水位観測局名）： 荒川（鷹ノ巣水位観測局）

避難情報等に着目したタイムライン

⑤

取組項目 想定最大規模降雨に対する洪水浸水想定区域図の作成・公表

内 容 想定氾濫区域内戸数が200戸以上の河川では、浸水想定区域図を順
次策定していく

実施主体 新潟県村上地域振興局地域整備部

新潟県村上地域振興局地域整備部では、平成27年5月に改正された水防法に基づき、想定最大
規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域図と合わせて、浸水継続時間や家屋倒壊等氾濫想定区
域を順次設定し、公表を進めています。
【実施概要】
・河川名（告示年月日） ： 荒川（平成30年6月29日）

乙大日川・烏川・堀川・大石川（令和3年12月24日）

洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）

⑥



取組項目 出前講座等を活用し、水防災等に関する説明会を開催

内 容 【R3.10.24】新潟県立村上中等教育学校で「親子マイ・タイムライン教
室」を開催

実施主体 新潟県村上地域振興局地域整備部

新潟県村上地域振興局地域整備部では、主体的な避難行動により人命を守るため、中学生・高
校生を対象として水防災教育の支援として、「マイ・タイムライン教室」の取組を進めています。
【実施概要】
・日 時 ：令和3年10月24日（日）9:00～11:30
・参加者 ：新潟県、村上市、新潟県立村上中等教育学校の1年生70名とその保護者
・内 容 ：生徒と保護者が一緒に自分が住む地域のハザードマップや避難行動などに

ついて学び、グループワークによりマイ・タイムラインを仕上げる。

グループワークによりマイ・タイムライン作成 グループ発表マイ・タイムライン教室の状況

⑦

実際の危険度と24時間前に予想した「1日先の危険度分布」との比較（令和元年東日本台
風）

いずれも洪水予報河川の外水氾濫は対象としていない。令和元年東日本台風（台風第19号）の事例を事後に検証したもの。

■・・・注意報基準を超過
■・・・警報基準を超過
■・・・警報基準を大きく超過した基準を超過

実況予測 10月11日21時時点の
24時間先までの最大危険度

10月11日21時10分～12日21時の
最大危険度

■・・・予測で注意報基準を超過
■・・・予測で警報基準を超過
■・・・予測で警報基準を大きく超過した基準を超過

1kmごとに予測され
る

危 険 度 を 5km メ ッ
シュに変換しつつ、
周辺９格子の最大
値

1時間先から24時間先までの
最大の危険度を提供

・今年度は台風事例に限って情報提供を行い、土砂災害警戒情報の基準または洪水の「基準Ⅲ」（警報基準を
大きく超過した基準）の超過を広い範囲で予測している場合に、記者会見、共同取材等で警戒を呼びかける。

最大危険度予測（土砂災害・浸水害・洪水）を用いた警戒呼びかけ
これまで気象情報等で今後の雨の見通しを「予想雨量」により伝えてきたが、あわせて1日程度先ま

での災害危険度の分布を示すことで、雨量だけでは伝えきれなかった災害イメージを持ってもらう。

引き続き、事例検
証を重ね、自治体
や報道機関の意見
も踏まえながら、
次年度以降も運用
の改善を図ってい
く。

取組項目 ①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組 ■情報伝達、避難計画
等に関する事項 ⑧「危険度の色分け表示」や「警報級の可能性」、「危険度分布」等による気象情報発信

内 容 最大危険度予測（土砂災害・浸水害・洪水）を用いた警戒呼びかけ

実施主体 新潟地方気象台

⑧



キキクル（危険度分布）の課題：令和３年５月に災害対策基本法が改正され、避難情報が変更となったが、
① 警戒レベルのカラーコードとキキクル（危険度分布）のカラーコードが一致していない。
② 大雨特別警報は、市町村単位で発表されるが、市町村は警戒レベル５緊急安全確保の発令対象区域の判断が困難。

大雨・洪水警報 土砂災害警戒情報
警戒レベル３相当 警戒レベル４相当

キキクル：
警戒

キキクル：
非常に危険

危険度分布：※1

極めて危険（土砂災害）

警戒レベル５相当

キキクル：
極めて危険

大雨特別警報

高齢者等避難 避難指示
警戒レベル３ 警戒レベル４ 警戒レベル５

緊急安全確保

危険度分布：
警戒

※ 大雨特別警報（土砂災害）は、土砂キキクルの技術を活用した1kmメッシュ
毎の基準値は設定済みだが、大雨特別警報（浸水害）については、まだキキク
ルの技術を活用した1kmメッシュ毎の基準値は未設定。

※ 大雨特別警報（土砂災害）は、土砂キキクルの技術を活用した1kmメッシュ
毎の基準値は設定済みだが、大雨特別警報（浸水害）については、まだキキク
ルの技術を活用した1kmメッシュ毎の基準値は未設定。

②キキクル「黒」が無く、市町村は警戒レベル５緊急安全
確保の発令対象区域の判断が困難。

①警戒レベルのカラーコード
と一致していない。

警戒
レベ
ル

警戒
レベ
ル
相当
情報

大雨・洪水警報の危険度分布について今後技術的な改善を進め、警戒レベル５に相当する危険度分布「黒」を新設するまでの間、危
険度分布の「極めて危険（濃い紫）」を、大雨特別警報が発表された際の警戒レベル５緊急安全確保の発令対象区域の絞り込み
に活用する。（「避難情報に関するガイドライン」（内閣府））

取組項目 ①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組 ■情報伝達、避難計画
等に関する事項 ⑧「危険度の色分け表示」や「警報級の可能性」、「危険度分布」等による気象情報発信

内 容 キキクル（危険度分布）の改善：警戒レベル４相当の紫への一本化、警戒レベル５相当の黒の新設

実施主体 新潟地方気象台

⑨

キキクル（危険度分布）の改善（案）:令和４年度予定

現
状

改
善
後

土砂キキクル

今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

大雨特別警報の基準値への到達を示す「災害切迫(仮)」（黒）を警戒レベル５相当として新設するとともに、これまでの
「非常に危険」（うす紫）と「極めて危険」（濃い紫）を統合し、警戒レベル４相当の「危険(仮)」（紫）に一本化する。
これにより、警戒レベルとの齟齬を解消し、警戒レベル相当情報としてより分かりやすく危険度を伝える。

浸水キキクル

今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険
警戒
注意

洪水キキクル 極めて危険
非常に危険【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

キキクル通知
サービス

極めて危険 【災害発生のおそれ】
非常に危険【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

土砂キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

浸水キキクル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険
警戒
注意

洪水キキク
ル

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

キキクル通
知サービス

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

※ 指定河川洪水予報や特別警報・警報・注意報の扱いに変更はない。



（参考）新たな大雨特別警報（浸水害）の指標、基準値設定の考え方

「防災気象情報の伝え方に関する検討会」の令和元年度報告書（令和2年3月31日）において、
新たな基準値は「大規模な床上浸水等を引き起こす水害」を基に設定するとの方向性

大雨特別警報（浸水害）の基準値設定に用いる災害

基準

Ⅳ
特別警報の指標
に用いる基準値

大規模な浸水害を高い確度で適中させるよう指標、基準値を設定

中小河川氾濫に起因する大規模な浸水害を適
中させるように流域雨量指数の指標、基準値を
設定

内水氾濫に起因する大規模な浸水害を適中させ
るように表面雨量指数の指標、基準値を設定

基準値以上となる１km四方の格子が一定数以上まとまって出現する状況

大雨特別警報（浸水害）の新たな指標（案）

※ 新たな大雨特別警報（浸水害）の発表条件等の詳細は別途、ご連絡します。

洪水キキクル「災害切迫」（黒）の判定に用いる。 浸水キキクル「災害切迫」（黒）の判定に用いる。

「50年に一度の値」に代わる指標として検討

取組項目 地域住民等に対する防災講話、防災説明会

内 容 集落のニーズ、要望に応じて行う出前講座

実施主体 関川村総務政策課【防災】

村では集落等に対し要望、要請に基づく防災講話及び村自らの意思により防災説明会の開催を今年度より
積極的に推進し地域住民の防災意識の高揚を図ることとしている。
【実施概要】
・実施回数： 今年度５回開催

４月大島集落、５月高田集落、６月小見集落、１０月朴坂集落、１１月湯沢集落
・参加者： 講師 総務政策課防災専門員、傍聴者（参加者） 自治会、地域住民、消防団員等
・内 容： ①洪水、土砂災害に関する防災情報、避難行動

②荒川(大石川含む。)洪水ハザードマップ(令和3年5月改訂版)の見方・活用法

大島集落 高田集落 湯沢集落

⑩



取組項目 効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配
布

内 容 「水防災意識社会」の再構策に役立つ広報活動

実施主体 荒川水力電気（株）

ダム放流による危害防止を図るため、警報内容について関川村広報誌へ掲載した。
（また、ダム周辺地元へ「岩船ダム放流についてのお願い」チラシを配布した）

【実施概要】

・掲載日時 ： 令和3年6月15日（広報せきかわ：お知らせ版）
・内 容 ： ① ダム洪水吐ゲートから放流する時は、放流開始する10分前にサイレンや

スピーカーを鳴らしてお知らせします。
② 放送後は、川の水が増えてくるので川からあがって安全な場所へ避難
するようお願いします。

③ その他、サイレン吹鳴のパターンを表示。

関川村広報誌への掲載状況

ダム周辺地元への配布チラシ

⑪

取組項目 効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を
作成・配布

内 容 「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報活動

実施主体 赤芝水力発電株式会社

ダム放流における水難防止を目的に、放流警報に関わる内容を関川村広報誌へ掲載。

【実施概要】
・掲載日 ： 令和3年7月1日（広報せきかわお知らせ版）
・内 容 ： ① ダムゲート放流開始前の警報について

② ゲート放流後の河川増水への備えについて
③ サイレンの吹鳴パターンについて

関川村広報誌への掲載

⑫



取組項目 効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配布

内 容 【R3.7.14】水難防止のチラシおよびポスター配布

実施主体 東北電力株式会社

水難防止のＰＲのため，自治体，学校，漁業共同組合（釣券販売個所含む），旅館・ホ
テル（温泉組合含む）に，チラシならびにポスターを配布した。
【実施概要】
・日 時 ：令和３年７月１４日
・配布先 ： ①関川村役場（回覧板，ｷｬﾝﾌﾟ場，学校など）チラシ９８０枚 ポスター８枚

②保育園 ポスター２枚
③関川村下関駐在所 ポスター１枚
④荒川漁業組合（釣券販売個所含む） チラシ２５０枚 ポスター５枚
⑤旅館・ホテル（温泉組合含む）･ｺﾝﾋﾞﾆ チラシ５２０枚 ポスター１９枚

写真 写真 写真

水難防止チラシ 水難防止ポスター チラシ・ポスター配布状況

チラシ ポスター

関川村役場 総務課 総務班 330 0

農林観光課 商工観光班 250 4
関川中学校 150 2
関川小学校 250 2

保育園 下関保育園 0 1
大島保育園 0 1

関川村下関駐在所 0 1
荒川漁業共同組合（釣券販売個所含む） 250 5
旅館・ホテル（温泉組合含む）･ｺﾝﾋﾞﾆ 520 19

計 1,750 35

配布状況
配布個所

⑬


